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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成29年5月18日(2017.5.18)

【公開番号】特開2016-118828(P2016-118828A)
【公開日】平成28年6月30日(2016.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2016-039
【出願番号】特願2014-256647(P2014-256647)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  23/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｂ   17/00     　　　Ｃ
   Ｇ０８Ｂ   17/00     　　　Ｌ
   Ｇ０８Ｂ   23/00     ５１０Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月29日(2017.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の自動火災報知設備は、測位システムが設置された建築物に配設され、固有の識
別子を有する複数の火災感知器と、複数の火災感知器と通信可能に接続された火災受信手
段と、火災受信手段に接続され、火災感知器の状況を表示する表示手段と、を有する自動
火災報知設備であって、火災感知器は、測位システムに基づいて位置情報を取得する測位
部と、測位部への駆動電源の供給を制御する測位部電源制御部と、火災受信手段と通信す
る感知器送受信部と、感知器送受信部が測位指令を受信したときに、測位部へ電源を供給
させるように測位部電源制御部を制御するとともに、測位部から取得した位置情報を識別
子とともに感知器送受信部から送出させるように制御し、送出の後は測位部への電源の供
給を断つように測位部電源制御部を制御する感知器制御部と、を備え、火災受信手段は、
火災感知器と通信する受信手段送受信部と、火災感知器から位置情報を取得するときに、
測位指令を受信手段送受信部から火災感知器へ送信させる受信手段制御部と、を備え、火
災感知器から火災受信手段を介して受信した位置情報と識別子とを関連付けて記憶する感
知器情報記憶部と、建築物の地図情報を記憶するマップ記憶部と、マップ記憶部から読み
出した地図情報上に感知器情報記憶部から読み出した火災感知器の位置を表示させた重畳
マップを作成する重畳マップ作成部と、を備えたものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　なお、自動火災報知設備は、火災受信手段と通信可能に接続された総合操作盤または外
部サーバ、または携帯端末、または、火災受信手段の内部に設けられ、重畳マップ作成部
において作成された重畳マップを表示する表示部をさらに有していてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　測位システムが設置された建築物に配設され、固有の識別子を有する複数の火災感知器
と、複数の前記火災感知器と通信可能に接続された火災受信手段と、前記火災受信手段に
接続され、前記火災感知器の状況を表示する表示手段と、を有する自動火災報知設備であ
って、
　前記火災感知器は、
　前記測位システムに基づいて位置情報を取得する測位部と、
　前記測位部への駆動電源の供給を制御する測位部電源制御部と、
　前記火災受信手段と通信する感知器送受信部と、
　前記感知器送受信部が測位指令を受信したときに、前記測位部へ電源を供給させるよう
に前記測位部電源制御部を制御するとともに、前記測位部から取得した位置情報を前記識
別子とともに前記感知器送受信部から送出させるように制御し、前記送出の後は前記測位
部への電源の供給を断つように前記測位部電源制御部を制御する感知器制御部と、
　を備え、
　前記火災受信手段は、
　前記火災感知器と通信する受信手段送受信部と、
　前記火災感知器から位置情報を取得するときに、前記測位指令を前記受信手段送受信部
から前記火災感知器へ送信させる受信手段制御部と
　を備え、
　前記火災感知器から前記火災受信手段を介して受信した前記位置情報と前記識別子とを
関連付けて記憶する感知器情報記憶部と、
　建築物の地図情報を記憶するマップ記憶部と、
　前記マップ記憶部から読み出した地図情報上に前記感知器情報記憶部から読み出した前
記火災感知器の位置を表示させた重畳マップを作成する重畳マップ作成部と、
　を備えたことを特徴とする自動火災報知設備。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記火災受信手段と通信可能に接続された総合操作盤または外部サーバ、または携帯端
末、または、前記火災受信手段の内部に設けられ、前記重畳マップ作成部において作成さ
れた重畳マップを表示する表示部をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の自動
火災報知設備。
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